
　　お気軽にお声を掛けて下さると嬉しいです
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発行２０２０年４月 　　　　新入職員紹介
　　むくげのいえに新しい職員が加わりました

４月号
№５４

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

国
内
外
で
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続

く
中
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
不
安
は
日
々
高
ま
り
、
混
迷
は
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

当
施
設
で
も
面
会
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
染
防

止
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ご
家
族
と
ご
利
用
者

の
方
に
大
変
な
ご
不
便
と
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
心
苦
し
く
思
い
ま
す
が
、
ご
利
用
者
の
生
命
を
守
る

た
め
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
経
路
を
遮
断
す
る
た
め
に
は
、
感
染
者
や
そ
の
周

辺
の
接
触
者
を
隔
離
す
れ
ば
感
染
リ
ス
ク
は
低
減
で
き
ま

す
が
、
隔
離
さ
れ
た
人
々
の
移
動
な
ど
の
自
由
は
拘
束
さ

れ
、
物
流
や
情
報
の
流
れ
が
滞
り
ま
す
。

恐
怖
や
不
安
に
煽
ら
れ
、
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、

そ
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ま
で
入
手
困
難
に
な
る
こ
と

を
心
配
し
て
、
利
己
的
な
行
動
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
本
来

な
ら
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
持
っ
た
人
な
ど
リ
ス
ク
の

高
い
方
々
を
優
先
す
べ
き
で
す
。

国
内
の
感
染
症
に
は
す
べ
て
の
情
報
を
開
示
共
有
し
、

軽
症
者
は
自
宅
で
療
養
し
て
も
ら
い
、
重
症
患
者
は
病
院

で
し
っ
か
り
治
療
し
て
重
症
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
不
安
を
煽
る
よ
う
な
誤
っ
た
情

報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
に
適
切
な
予
防
対
策
を
含
む
危

機
対
処
能
を
保
持
し
、
心
身
と
も
に
正
し
い
自
己
健
康
管

理
を
実
践
し
、
他
者
を
思
い
や
る
精
神
を
も
っ
て
協
力
し

て
対
応
す
れ
ば
、
必
ず
こ
の
脅
威
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
は

ず
で
す
。

施
設
長

齊
藤

嘉
美

介
護
老
人
保
健
施
設

む
く
げ
の
い
え

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
老
健
の
現
状

介
護
支
援
専
門
員

水
上

翔
太

現
在
、
足
立
区
の
人
口
は
約
6
9
万
人
、
内
6
5
歳
以
上
の

高
齢
者
は
約
1
7
万
人
で
全
体
の
1
/
4
を
占
め
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
に
目
を
移
す
と
、
2
0
2
5
年
に
は
団
塊
の
世
代
全

員
が
7
5
歳
以
上
と
な
り
、
3
人
に
1
人
が
6
5
歳
以
上
、
5

人
に
1
人
が
7
5
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
は

平
成
2
0
年
に
比
べ
る
と
、
男
女
と
も
3
歳
延
び
て
い
ま
す
。

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、

多
様
な
疾
病
に
よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
す
る
の
は

必
至
で
す
。

し
か
し
、
現
在
、
介
護
人
材
の
不
足
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
が
、

十
分
に
提
供
出
来
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
重
度
な
介
護

を
要
す
る
方
、
頼
れ
る
親
族
が
居
な
い
単
身
暮
ら
し
の
方
、
老

夫
婦
の
み
の
単
独
世
帯
、
認
知
症
等
の
疾
病
に
よ
り
生
活
に
支

障
が
あ
る
方
等
、
介
護
を
必
要
と
す
る
理
由
は
多
岐
に
渡
り
、

生
活
を
す
る
上
で
問
題
・
不
安
が
生
じ
て
い
ま
す
。
政
府
は

2
0
2
5
年
を
見
据
え
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推

進
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
出
来
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
資
源
の
有
効
活
用
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
な

ど
早
急
な
取
組
の
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
現
在
に
お
い
て
も
、
政
府
・
東
京
都
・
足
立
区
・

医
師
会
等
に
よ
り
議
論
を
重
ね
、
指
針
や
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
、
本
来
老
健
は
在
宅
で
の
生
活
を
継
続
す
る
為
、

入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
す
。
し
か
し
、
医
療
依
存
度
が
高

く
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
る
、
身
寄
り
が
無
い
、
利
用
者
自

身
で
の
意
思
決
定
が
出
来
ず
、
本
来
老
健
を
利
用
す
べ
き
高
齢

者
が
利
用
出
来
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
当
施
設
「
老

健
む
く
げ
の
い
え
」
は
、
少
し
で
も
利
用
者
皆
さ
ん
の
不
安
を

解
消
し
、
希
望
に
即
し
た
施
設
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

玉の井部屋力士による

餅つき大会

2月15日（土）、玉ノ井部屋の力士2名をお招きし、むくげのいえ恒例の「餅つき大会」を

行いました。ほっかほっかに蒸したもち米をリズムよく杵で捏ねることから始まり、杵を高く

持ち上げ、ヨイショヨイショの掛け声と共に何回か突いたらあっという間に餅が出来上がり

ました。当日は利用者の皆様も力士さんに手を添えて頂いて、餅つきに参加されました。

餅つきの後の力士さんへの質問コーナーでは、力士さん二人ともやさしい印象もあり、

利用者の皆さんよりたくさんの質問がありました。

普段接することの出来ないお相撲さんとの交流に、会場は熱気と笑顔に包まれました。

今後のレクリエーション活動予定

4月 桜にちなんだイベント

5月 お節句～菖蒲湯で季節を感じて頂き、各フロア独自で趣向を凝らしたお節句のイベントを行います

6月 運動会を各階にて行います

歯科衛生士

岩﨑 貴美

①出 身 ： 東京都東村山市

②血液型 ： ＡＢ型

③一 言 ： 老健施設での仕事

を勉強したいと思っています。

宜しくお願い致します。

看 護 師

西澤 恵美

①出 身 ： 東京都板橋区

②血液型 ： Ａ型

③一 言 ： 体を動かすのと、

皆さんの笑顔を見るのが好き

です。宜しくお願い致します。



　ですが、３階では皆さんお誕生日会を開いたり、カラオケ
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なかなか入らない方には職員が手を添えて、

籠に入ると大きなな笑顔。

「楽しかったね」「またやろうね」と活気付き、

気持ちも体もリフレッシュした時間を過ごされました。

　　むくげのいえ4階に桜の花が咲きました。

　　今年の桜は格別です。

　　お花見気分で、「これでお酒があればね」

　　　2階の皆様は体を動かすのが大好きです。

　　　準備をしていると「今日は玉入れ？楽し

　　　みね」と声をかけて下さいます

　　　玉入れが始まると、夢中で球を入れ、

  今年は暖冬で、桜の開花も早かったですね。

　新種のウイルスが流行り、巷では暗いニュースばかり

　で熱唱されたりと元気に過ごされています。

　　なんて会話をして爆笑されてました。

　  通所では端切れ布を使い、マスクを作りました。

　  使い捨てマスクが入手困難ということもあり、

　  「私も欲しい」「作ってみる」という声が多数。

　  皆さん試行錯誤しながら一生懸命作りました。

　  出来映えは上々！

　  通所利用時に着けてきてくれています。

　　皆さんが毎日少しずつ時間をかけて作られたので

　　　「赤勝て」「白勝て」と笑顔がみられます。

３階より 通所リハビリより

４階より ２階より

裁縫は得意！唐草模様や花柄の生地が

あるので、柄を組み合わせてデザインも考

えて縫っているんですよ。

心
を
込
め
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
桜

の
花
を
作
り
ま
し
た
。
少
し
で
も

4

階
の
皆
さ
ん
や
職
員
の
方
に
春
を
感

じ
て
貰
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。


